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発 刊 を 成 し て (2)

今壁河鳩睦 業新究会の設立に当り機関誌第1号が発刊されることになりましたことは沖縄の農業に関心を抱 く1人

として心より患喜び申上げる次第でありますO

戦債の沖縄農業は大きな転換を余儀なくされたのでありますが､今後の沖鞄盛業がvlかにあるべきかとい うことに

つV,では十分なる検討と企画が必要と考えられ鼓すO

沖組の農業には瞳 し々り制約があります｡

第1は年毎に訪れる台風であります｡この台風の被害を考軌こ入れなければ沖縄の農業は考えられない主恩V,ます.

これに対する被害の少ない件物あるいはその品種､または台風を回避する植付時期の検討などが大切と考えられます｡

第2は気温ならびに湿度の高いことによる病害虫の多発であります.これらに対する防除が十分でなく､基鍵的な問

題の考究が要務されます｡,

第3は土性の問題でありましょう｡ 新興産業として衆目を輿めてV,るパインアップルも二ヒ姓の点で制約を受けていま

す｡その他根本問題として1戸当りの栽培面積の少なV,ことでありましょう｡

これらの制約を受ける外に沖縄に適する作物､品種､耕穫法､施肥法その他の妓術的な面と共に農業経営など討議

･検討すべき問題が多･々あることと恩V,ます｡これらは日本本土の農業に比べて極めて多くの困華を抱合してVlると思

V,ますが､1つづつ地道に解決 していく外ないと考察されます｡

本研究会があらゆる角皮から鹿業問題と敬阻み､窮に神 髄農業Dために努力馴畜しまれず､大V,なる熱意を以 って

遇遷されんことを願 ってやみませんC沖縄農業研究会の機関誌の発刊を祝し､ど発展をお祈 りV,た します｡ (5月柑 )
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